
  

Ⅰ 蒲郡市の概要 

 

1 概要 

蒲郡市は、愛知県の東南部、名古屋から岡崎を経て約 50kmに位置する。東は五井山・北

は遠望峰山・西は三ヶ根山と三方を標高 320～450m の起伏に富んだ山地に囲まれ、山裾に

広がる扇状系の平坦地は南で三河湾に面している。気候は温暖であり三河湾国定公園、三

谷・形原・西浦の温泉地など豊富な観光資源に恵まれている。 

昭和 29年の市制施行時の人口は約 48,500人であったが、1村 2町を編入し、令和 5年 4

月 1 日現在の人口は 78,443 人、世帯数 33,416 帯、65 歳以上人口 23,449 人、高齢化率

29.9％である（令和 5年蒲郡市人口及び世帯数統計資料より抜粋）。令和 4年度の出生数は

474人である。 

三河綿織物、ロープなど繊維工業が古くから行われている他、農業はみかん栽培が盛ん

である。蒲郡港では自動車・木材などの輸出入も行われている。 
                 

                

               

              

        

 

 

                     

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

北緯  34度 49分 34秒 

東経 137度 13分 11秒 

東西  12.44km 

南北  11.64km 

 



  

2 保健統計 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
 

 

 

 

（3）低出生体重児における愛知県との比較 
  R1 R2 R3 

愛知県 蒲郡市 愛知県 蒲郡市 愛知県 蒲郡市 

 低出生体重児 9.7 12.9 9.2 8.3 9.8 8.0 

内
訳 

1,500g未満 7.9 5.1 8.2 10.5 7.9 2.7 

1,500g～2,000g未満 12.6 15.3 12.0 2.6 14.1 18.9 

2,000g～2,500g未満 79.6 79.7 79.8 86.8 78.0 78.4 

 

（4）死因別死亡率（人口 10万対） 
 

 総数

（人） 

悪性 

新生物 

心 

疾患 

脳血管

疾患 
肺炎 老衰 

不慮の

事故 
自殺 

腎 

不全 

肝 

疾患 

糖尿

病 

その

他 

H30蒲郡市 895 282.7 128.5 71.5 69.3 100.6 29.1 16.8 12.3 13.4 15.6 260.3 

R1 蒲郡市 929 264.8 108.7 74.3 65.7 128.1 26.9 15.1 26.9 10.8 22.6 256.2 

R2 蒲郡市 936 351.1 107.0 80.5 68.0 130.9 44.0 10.1 32.7 20.1 13.8 319.7 

R3全国 1,439,809 310.7 174.8 85.2 59.6 123.8 31.2 16.5 23.4 14.7 11.7 321.1 

R3愛知県 73,769 266.5 116.4 65.0 44.4 119.3 26.9 14.9 17.4 11.7 7.3 291.7 

R3蒲郡市 940 328.4 126.3 85.9 59.4 160.4 40.4 13.9 30.3 13.9 11.4 305.6 

令和 3 年度蒲郡市の死因別死亡率について、悪性新生物・脳血管疾患・老衰・不慮の事

故・腎不全の割合が愛知県・全国に比べて多かった。本市では前年と比べ、心疾患・脳血

管疾患・老衰・自殺の割合が増加し、中でも、脳血管疾患・老衰は年々増加傾向にある。

一方で、悪性新生物・肺炎・不慮の事故・腎不全・肝疾患・糖尿病の割合が減少している。 

（R4年の値は５月以降発表）※(3)(4)愛知県衛生年報、厚生労働省人口動態月報年計の概況より抜粋 

 

※(1)(2)愛知県衛生年報、蒲郡市人口及び世帯数統計資料、総務省統計局人口推計、あいちの人口より抜粋 
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（2）高齢化率（％）R4年 10月 1日現在 

蒲郡市の高齢化率はやや増加傾向で

あり、県・全国より高い値で推移してい

る。 

（％） 

蒲郡市の出生率は県・全国より低い。減少傾

向だったが、令和３年度にやや上昇している。 

（R4年の値は秋以降発表） 

（1）出生率（％） (人口千対) 


